


青森県では、“農林水産業を支えることは地域の環境を守ることにつながる”との観
点から、農林水産業の生産基盤や農山漁村の生活環境などの整備を行う公共事業を
⽛環境公共⽜と位置付け、３つの目標（農林水産業が支える自然・景観・文化の保全・
継承、持続可能で循環型の農林水産業の実現、地球環境問題への貢献）に沿った取組
を展開し、本県が平成16年度から独自に取り組んでいる県政の重点施策である⽛攻め
の農林水産業⽜を支える基盤づくりを推進しています。
この⽛攻めの農林水産業⽜を着実に推進するため、農業農村整備においては、⽛あお

もり水土里づくり推進プラン（2019年度～2023年度）⽜に基づき、⽛豊かで力強い農業
により攻める⽜⽛農業・農村の安全・安心を守る⽜⽛魅力的で活力ある農村をつくる⽜
の３つの柱の下に施策を展開しております。
具体的には、農作業の省力化と生産コストの低減を図る農地の大区画化や、高収益

作物への転換を促進する水田の汎用化などの基盤整備を進めるとともに、農業・農村
の安全・安心を守るため、老朽化した農業水利施設の長寿命化、耐震化などの防災・
減災対策や農村生活環境の更新整備を推進し、⽛豊かで持続可能な農業・農村の実現⽜
を目指しています。

⽛そば畑に星が降る⽜ ⽛冬支度⽜

○農山村の風景部門 ○人々の暮らし部門

令和元年度 あおもりの農山村フォトコンテスト 最優秀作品
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(１）位置・面積
青森県は、本州の最北端に位置し、北は津軽海峡を隔てて北海道と相対し、東は太平

洋、西は日本海に囲まれ、南は秋田県・岩手県に接しています。
青森市から東京都までは、鉄道距離（奥羽本線・東北新幹線）で約720㎞となり、これ

は東京都から岡山市（733㎞）までとほぼ同じ距離です。
また、東京までの移動時間は、鉄道では東北新幹線で約３時間、自動車では東北縦貫自

動車道を使うと約８時間、飛行機では青森空港から約１時間となっています。
面積は、9,646㎢（全国第８位）で全国の2.6％を占めていますが、人口密度は全国第41

位となっており、我が国の中では広大で豊かな自然が残っている地域に属します。

(２）地勢
地勢は、中央の奥羽山脈を境として、東部地域（通称県南地域）では、火山灰に覆われ

た台地や段丘が広く分布するのに対し、西部地域（通称津軽地域）では、広大な沖積低地
と出羽山脈の延長にある山地が大部分を占めています。
また、中央山地、西部山地及び津軽半島の山地によって囲まれた岩木川流域は、肥沃な

津軽平野、中央山地の北端には青森市を中心とした青森平野、下北半島の首部から十和
田市、八戸市に及ぶ東部地域には丘陵地が形成されています。
このため、総合的な土壌生産力の強い耕地が多く、また、畑地は黒ボク土が大半を占

め、特に東部地域ではこの有効土層が厚いため、根菜類に適しています。

(３）気象
本州最北端にあるため、冷涼型の気候であり、短い夏と長い冬が特色です。また、山

脈、半島、陸奥湾など複雑な地形や海流の関係で、同じ県内でも東部地域と西部地域で
は、その様相を異にしていることも特徴的です。
夏季は、北太平洋に発達する高気圧により、東部地域では春の終わりから夏にかけて

偏東風（通称ヤマセ）が吹き込むため、低温の日が多く、冷害に見舞われやすい一方で、
西部地域は一般的に気温が高く、比較的気象に恵まれています。
冬季は、大陸高気圧の影響により北西の季節風が卓越するため、西部地域は気候不良

で多雪となりますが、東部地域は冷え込みが厳しいものの、西部地域に比べると晴天の
日が多く、降雪量も少なくなっています。
このため、西部地域は恵まれた気温や日照を生かしたりんごの産地となっており、東

部地域は夏季冷涼な条件を生かした野菜生産や畜産が盛んに行われています。
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青森県庁
経 度 140° 44′ 24″
緯 度 40° 49′ 28″

東 端
(三戸郡階上町大字道仏字小舟渡地内)

西 端
(西津軽郡深浦町大字深浦字日久六)

経 度 141° 41′ 00″ 139° 29′ 49″
緯 度 40° 27′ 07″ 40° 32′ 03″

南 端
(三戸郡田子町大字遠瀬地内)

北 端
(下北郡大間町大字大間字弁天島)

経 度 141° 00′ 46″ 140° 54′ 42″
緯 度 40° 13′ 04″ 41° 33′ 22″

青森県のシンボル
県の花：りんご 県の魚：ひらめ
県の木：ヒバ 県の鳥：白鳥

数字で見る青森県
平均気温（青森市） 降水量（青森市）

土地利用面積（H30） 人口（R1）
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産業別就業人数 産業別総生産額

全国と比較した本県の各種数値と順位

項 目 単 位 青森県 全 国 順 位 調査年
総 面 積 ㎢ 9,646 377,974 8 H30
総 人 口 千人 1,246 126,167 31 R1

年齢別構成
0～14歳

％
10.8 12.2 46 H30

15～64歳 56.6 59.7 27 H30
65歳以上 32.6 28.1 8 H30

人 口 密 度 人／㎢ 130.9 339.0 41 H30
世 帯 数 万世帯 51 5,333 31 H27
就 業 者 数 千人 626 58,919 30 H27
事 業 所 数 59,069 5,578,975 31 H28
県 (国) 内 総 生 産 十億円 4,580 549,866 30 H28
１人当たり県(国)民所得 千円 2,558 3,217 38 H28

資料：⽛統計でみる都道府県のすがた2020⽜（総務省統計局刊行）
⽛国勢調査⽜⽛経済センサス⽜⽛人口推計⽜（総務省）
⽛県民経済計算⽜（内閣府）

県産品PR用イメージキャラクター
⼦決め手くん⽜
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(１）農業の状況

農業産出額の推移 農業産出額の内訳（H30）

都道府県別の農業産出額（H30） 主な農業産出額と構成比（H30）
順位 都道府県名 産出額

(億円)
農業産出額に占める
生産農業所得の割合 備考

1 北海道 12,593 40.2%(15位) 青森県の
農業産出額

･東北15年
連続１位
･全国15年
連続10位以内

2 鹿児島 4,863 29.3%(47位)
3 茨 城 4,508 37.4%(28位)
4 千 葉 4,259 34.9%(37位)
5 宮 崎 3,429 31.5%(46位)
6 熊 本 3,406 41.0%( 9位)
7 青 森 3,222 40.6%(11位)
8 愛 知 3,115 34.8%(38位)
9 栃 木 2,871 36.0%(34位)
10 岩 手 2,727 34.4%(40位)
12 山 形 2,480 43.5%( 5位)
17 福 島 2,113 39.2%(19位)
18 宮 城 1,939 38.1%(25位)
19 秋 田 1,843 39.9%(17位)

資料：⽛生産農業所得統計⽜（農林水産省)

順位 農産物 産出額
(億円)

構成比
(％) 備考

1 り ん ご 784 24.3 青森県の農業産出
額計

3,222億円
2 米 553 17.2
3 豚 216 6.7
4 ブロイラー 216 6.7
5 鶏 卵 193 6.0
6 に ん に く 180 5.6
7 肉 用 牛 164 5.1
8 やまのいも 143 4.4
9 ご ぼ う 93 2.9
10 だ い こ ん 90 2.8

資料：⽛生産農業所得統計⽜（農林水産省)

食料自給率（H28確定値）

農産物の全国ランキング（H30）

順位 都道府県名 カロリーベース
(％) 備考

1 秋 田 県 192 全国：38％
2 北 海 道 185
3 山 形 県 139
4 青 森 県 120
5 新 潟 県 112
6 岩 手 県 103
7 佐 賀 県 87
7 鹿 児 島 県 87
9 富 山 県 79
10 福 島 県 75

資料：農林水産省HPより

項目 年次 順位 収穫量（t)
に ん に く 30

第１位

13,400
ご ぼ う 30 49,600
り ん ご 30 445,500
あ ん ず 28 1,258
フ サ ス グ リ 28 13.8
な が い も 30

第２位

54,000
く る み 28 38
マ ル メ ロ 28 12
なたね(子実用) 30 429
西 洋 な し 30 1,850
だ い こ ん 30

第３位
122,500

か ぶ 30 6,720
プ ル ー ン 28 123
に ん じ ん 30

第４位
37,400

メ ロ ン 30 9,710
ネ ク タ リ ン 28 69
す も も 30 第５位 1,060

資料：⽛ピカイチデータ100！⽜（県統計分析課)
資料：⽛作物統計⽜（農林水産省)
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(２）農家の状況

農家数（販売農家・自給的農家） 主副業別農家数（販売農家）

専兼業別農家数（販売農家） 経営耕地規模別農家数（販売農家）

農 家

調査日現在で、経営耕地面積が10アール以上の農業を営む世帯又は経営耕地面積が10アール未満で
あっても、調査期日前1年間における農産物販売金額が15万円以上あった世帯
なお、⽛農業を営む⽜とは、営利又は自家消費のために耕種、養畜、養蚕、又は自家生産の農作物を原
料とする加工を行う

販 売 農 家 経営耕地面積が30アール以上又は調査期日前1年間における農産物販売金額が50万円以上の農家
自 給 的 農 家 経営耕地面積が30アール未満かつ調査期日前1年間における農産物販売金額が50万円未満の農家

主 業 農 家 農業所得が主（農家所得の50パーセント以上が農業所得）で、調査期日前1年間に自営農業に60日
以上従事している65歳未満の世帯員がいる農家

準 主 業 農 家 農外所得が主（農家所得の50パーセント未満が農業所得）で、調査期日前1年間に自営農業に60日
以上従事している65歳未満の世帯員がいる農家

副 業 的 農 家 調査期日1年間に自営農業に60日以上従事している65歳未満の世帯員がいない農家（主業農家及び
準主業農家以外の農家）

専 業 農 家 世帯員の中に兼業従事者（調査期日1年間に他に雇用されて仕事に従事した者又は自営農業以外の自
営業に従事した者）が1人もいない農家

兼 業 農 家 世帯員の中に兼業従事者が1人以上いる農家
第１種兼業農家 農業所得を主とする兼業農家
第２種兼業農家 農業所得を従とする兼業農家
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農業従事者等の平均年齢（販売農家）

農 業 従 事 者 15歳以上の世帯員のうち、調査期日前1年間に自営農業に従事した者

農業就業人口 農業従事者のうち調査期日前1年間に自営農業のみに従事した者、農業とそれ以外の仕事の両方に
従事した者のうち自営農業が主の者の人口

農家所得

※⽛平成15年以前の結果は、調査体系の見直しを行っているため、平成16年以降とは接続しない。⼧
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(３）農地の状況

耕地面積 耕地種類別面積の構成比

耕作放棄地面積 耕地の拡張・かい廃面積
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(４）農地の整備状況

水田の整備状況（管内別）

地 域 水田面積
（ha）

整 備 済 未 整 備
標準区画30a程度以上 整備済

面積（ha) １ha以上 １ha未満
50a以上

50a未満
30a以上

30a未満
20a以上

20a以上
整備率 20a未満 面積（ha) 面積（ha) 率（％)

東 青 8,426 5,788 203 647 4,017 921 68.7% 949 6,736 1,690 20.1%
中 南 11,780 8,673 240 450 6,859 1,124 73.6% 2,845 11,517 263 2.2%
三 八 7,494 2,582 111 161 1,399 912 34.5% 3,423 6,005 1,489 19.9%
西 北 27,950 23,455 1,055 676 18,822 2,902 83.9% 950 24,405 3,545 12.7%
（北） 14,030 12,152 731 503 8,272 2,647 86.6% 730 12,882 1,148 8.2%
（西） 13,920 11,303 325 174 10,551 255 81.2% 220 11,523 2,397 17.2%
上 北 22,383 12,627 298 542 8,931 2,857 56.4% 6,300 18,927 3,456 15.4%
下 北 1,609 594 108 64 74 349 36.9% 186 780 829 51.5%
合 計 79,600 53,718 2,014 2,539 40,102 9,063 67.5% 14,652 68,370 11,272 14.2%

注）1.整備済面積は、平成29年度までの⽛東北農政局調べ⽜面積に、平成30年及び令和元年の整備面積を合算したもの。 資料：県農村整備課
2.水田面積は⽛耕地及び作付面積統計⽜（農林水産省）による。
3.数値は四捨五入しており、地域値の計が合計値と一致しないことがある。

大区画水田の整備状況（50a以上）
年度別整備実績（H2～R1）
区 分 H2～H21まで H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 計

50a以上1ha未満 1,617 11 51 46 59 54 30 95 97 152 180 2,392
1ha以上 1,477 13 79 59 26 1 4 102 113 106 65 2,045
計 3,094 24 130 105.1 85.3 55 34 197 210 258 246 4,437

資料：県農村整備課

整備状況の推移（H2～R1）

注）１．整備済面積は⽛第2次水田整備状況調査
（平成元年3月31日）⽜における整備済
面積に平成元年度～令和元年度までの
整備実績を加算したもので、整備済地
域のかい廃は考慮していない。

２．上記、⽛水田の整備状況（管内別）⽜とは
調査方法が異なるため、接続しない。

単位：ha
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(５）農村環境の整備状況

市部と町村部の生活環境施設の整備状況

区 分 ①道路改良普及率 ②道路舗装率 ③ごみ収集率

全国市町村 55.0 75.9 97.9
県 52.9 60.3 97.8
市部 52.7 65.4 99.2
町村部 53.3 53.8 92.7

区 分 ④し尿収集率 ⑤上水道等普及率 ⑥汚水処理
人口普及率

全国市町村 15.8 98.0 91.4
県 24.4 97.8 80.0
市部 19.6 98.0 82.5
町村部 44.7 96.5 71.3

単位：％

資料：①②③④⽛公共施設状況調（平成17年度）⽜総務省自治財務調
査課
⑤⽛平成30年度版青森県の水道⽜県保健衛生課
⑥⽛平成30年度末青森県汚水処理人口普及率⽜県都市計画課

集落基盤整備事業と農業集落排水事業の実施状況

集落基盤整備事業
項 目 数 値
実施市町村数 32
完了地区数 108

（令和2年3月31日現在)

農業集落排水事業
項 目 数 値
実施市町村数 26
実施地区数 147
完了地区数 143
整備人口 104,688
整備戸数 39,113

（令和2年3月31日現在)

※完了地区には、農村総合モデル事業（昭和49年度～平成7年度）、農村総合整備事業（平成7年度
～平成18年度）、農村振興総合整備事業（平成13年度～平成22年度）の完了地区数を含む。
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(６）県の予算

令和2年度 県予算 令和2年度 農林水産部予算
（一般会計：681,600,000千円) （一般会計：46,940,659千円)

令和2年度 農業農村整備事業予算
（県予算：18,411,005千円)
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一般公共事業費の推移（県予算ベース）

管 内 H30当初 R1当初 R2当初 R2/R1
東 青 501 503 572 114%
中 南 2,303 2,922 2,299 79%
三 八 2,014 2,622 3,315 126%
西 北 3,857 3,442 4,225 123%
上 北 2,289 2,362 2,364 100%
下 北 194 285 411 144%
全 県 506 863 605 70%
計 11,664 12,999 13,791 106%

一般公共事業費 単位：百万円

※全県の事業費は、⽛ストマネ（機能診断）⽜、⽛合理化（資産評価整
備）⽜、⽛ため池（詳細調査）⽜、⽛維持管理適正化事業⽜などの事業
費からなる。

農業農村整備事業実施額の推移
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令和２年度 農業農村整備事業 総括表
国営事業一覧 単位：千円

事 業 名 地区数 総事業費 R1年度まで R2年度
施設機能保全事業 1 11,670,000 11,313,178 251,000
かんがい排水事業 2 18,280,000 11,008,132 1,927,000
総合農地防災事業 1 9,805,000 4,609,498 1,370,000
土地改良施設突発事故復旧事業 1 105,000 65,000 40,000
国営事業 計 5 39,860,000 26,995,808 3,588,000

県営事業一覧 単位：千円

事 業 名 地区数 総事業費 R1年度まで R2年度
基幹水利施設ストックマネジメント事業 4 1,477,600 760,572 264,000
広域農業用水適正管理対策事業 1 108,000 90,990 17,000
経営体育成基盤整備事業 18 45,266,400 23,112,135 2,672,145
農地中間管理機構関連農地整備事業 2 893,000 40,000 195,000
農地耕作条件改善事業 3 396,000 10,000 361,000
農業水路等長寿命化・防災減災事業 12 3,160,800 425,172 641,750
農業水利施設保全合理化事業 5 5,957,800 2,821,246 773,334
防災ダム事業 5 4,067,000 1,129,400 694,500
ため池等整備事業 16 4,433,000 1,726,800 858,400
農業用河川工作物応急対策事業 5 1,156,000 383,400 264,600
海岸保全施設整備事業 1 1,221,000 1,038,404 116,000
農村災害対策整備事業 1 532,000 432,000 40,000
広域営農団地農道整備事業 1 3,217,000 2,858,434 307,825
通作条件整備事業 24 14,561,181 9,313,072 1,633,353
集落基盤整備事業 3 2,686,700 2,039,703 340,900
中山間地域総合整備事業 9 13,232,344 8,572,884 1,648,800
農業水利施設魚道整備促進事業 5 1,380,700 947,363 227,742
県営事業 計 115 103,746,525 55,701,575 11,056,349

団体営事業一覧 単位：千円

事 業 名 地区数 総事業費 R1年度まで R2年度
団体営農業集落排水事業 4 3,751,500 3,176,684 141,314
団体営農地耕作条件改善事業 7 815,064 293,740 307,424
団体営小水力活用農村活性化発電施設整備事業 1 414,000 10,000 27,000
団体営ため池等整備事業 1 10,000 0 10,000
団体営事業 計 13 4,990,564 3,480,424 485,738

県営・団体営事業の合計 単位：千円

県営・団体営事業 合計 128 108,737,089 59,181,999 11,542,087
※事業費はR2年度当初予算で、事務経費（工事雑費＋事務費）を除く｡
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⼦攻めの農林水産業推進基本方針⼧(期間：2019年度～2023年度）
青森県の農林水産業は、人口減少の進行に伴う労働力不足や地域コミュニティの衰退、

国内市場の縮小や消費構造の変化など様々な課題に直面しています。さらに世界に目を
向けると、ＴＰＰ11（環太平洋パートナーシップに関する包括的及び先進的な協定）や日
ＥＵ・ＥＰＡをはじめとする経済のグローバル化の影響により、国境を越えた産地間競
争の激化が懸念されます。
一方、このような厳しい環境の中でも、AIやIoTなど先端技術の進展のほか、消費者の

食に対する健康志向の高まりや、農山漁村の持つ価値の再認識によるいわゆる田園回帰、
さらに、訪日外国人観光客の増加や、海外における日本食ブームの広がりなど、追い風と
なる動きもみられます。
このため、これまで15年間の⽛攻めの農林水産業⽜の成果を基に、生産者や関係団体と

目標や戦略を共有して、本県の強みを生かしながら果敢にチャレンジすることにより、
農林水産業を持続的に成長させるとともに、誰もが安心して暮らせる農山漁村づくりを
進める今後５年間の新たな方針を策定し、継続的に取り組んでいくこととしています。

基本理念の継続 取り巻く環境の変化
●人口の減少・高齢化の進行
●経済のグローバル化の進展
●世界における食関連市場の拡大
●消費構造やニーズの変化
●高度情報化と技術革新の進展
●農山漁村への新しいひとの流れ
●様々な危機事象の発生
● SDGsの理念を踏まえた施策の展開

施策の展開方向
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今後、人口減少や経済のグローバル化が加速
していく中にあっては、従来の取組の単なる延
長では、山地の維持が困難となるおそれがあり
ます。このため、生産、流通、販売の各段階で、
新たな技術や仕組みなどを取り入れたイノベー
ションを越こし、そこで生まれた収入を地域経
済の中でしっかりと回していく⽛経済を回す⽜
仕組みづくりに取り組んでいきます。
具体的には、外食・中食などの成長分野への
商品提案、労働負担軽減につながるAIやIoTな
ど先端技術の導入、インバウンドも取り込んだ
グリーン・ツーリズムの推進など、各主体が創
意工夫しながら収益性を高める取組を実施し、
⽛農林水産業の収益力強化⽜を推進します。
これらの取組により、これまでに経験したこ
とのない変化の中にあっても、農林水産業の持
続的な成長を図っていきます。

農林水産業の収益力強化
人口減少対策として、集落などの地域を一つ
の会社や家族と見立てて、地域全体の経済や暮
らしを守っていく⽛地域経営⽜の仕組みづくり
を進め、その中核となる集落営農組織や農業法
人などの⽛地域経営体⽜を育成してきました。
今後は、これまでの６次産業化や新規作物の
導入等による経営発展に主力をおいた取組に加
え、地域の課題解決に結び付く施策を強化して
いきます。
具体的には、集落を支える多様な経営体の育
成などの取組を充実強化するとともに、労働力
確保や、コミュニティ機能の維持などの地域課
題に取り組むソーシャルビジネスの創出等によ
り、共助・共存の仕組みづくりを推進します。
また、引き続き、農林水産業の多面的機能の
発揮や、災害や家畜伝染病などの危機に備える
リスク管理体制の強化を図ります。これらの取
組を通じて⽛青森県型地域共生社会⽜の実現に
つなげていきます。

共助･共存の農山漁村づくり

第４次⽛攻めの農林水産業⽜では、農林水産業の持続的成長と共生社会の実現に向け、
⽛販売力強化⽜、⽛生産力向上⽜、⽛環境・生産基盤保全⽜、⽛農山漁村振興⽜、⽛人財育成⽜の
５本柱で施策を展開していきます。

施策体系

①販売力強化 消費動向の変化を見据えた販売戦略の展開

②生産力向上 労働力不足の克服と安全・安心・高品質生産
■国内外の競争を勝ち抜く産地力強化
■労働力不足に対応した生産体制の強化

③環境・生産基盤保全 山･川･海をつなぐ⼦水循環システム⼧の再生･保全
■農林水産業の基礎となる⽛安全・安心な水資源⽜の確保
■豊かな地域資源を未来に引き継ぐ環境公共の推進

④農山漁村振興 連携・協働・交流による活力ある農山漁村づくり

⑤人財育成 農林水産業の成長と共生社会を支える人財育成
■生産基盤の有効活用と組織の体質強化

注） ■印は農業農村整備の関連施策

農
林
水
産
業
の
持
続
的
成
長
と
共
生
社
会
の
実
現
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(１）趣 旨
農業農村整備は、農地、農業用用排水路などの農業生産基盤や農村生活環境基盤を整

備し、適切に維持管理することにより、安定的な食料の生産・供給のみならず、自然環境
や県土の保全、美しい農村景観の形成などに貢献してきました。
しかし、本県の農林水産業は、人口減少の進行に伴う労働力不足や地域コミュニティ

の衰退など様々な課題に直面しています。
こうした情勢の変化に的確に対応し、本県の農業・農村の持続的な発展に向けた農業

農村整備の展開方向を明らかにするため、⽛あおもり水土里づくり推進プラン（期間：
2019年度～2023年度）⽜を策定しました。本プランでは、⽛攻めの農林水産業⽜の強力かつ
着実な推進に資するため、⽛豊かで力強い農業により攻める⽜、⽛農業・農村の安全・安心
を守る⽜、⽛魅力的で活力ある農村をつくる⽜を柱に施策を展開し、⽛豊かで持続可能な農
業・農村の実現⽜を目指します。

(２）施 策 体 系

⽛豊かで力強い農業により攻める⽜
担い手が活躍する強い農業基盤づくりとして、農作業の省力化と生産コストの低減を図る農地の大区画化や

稲作農業から野菜などの高収益作物への転換を可能とする水田の汎用化・畑地化などの基盤整備により担い手
の所得向上を図るとともに、農地中間管理機構とも連携した担い手への農地の集積・集約化を推進します。

⽛農業・農村の安全・安心を守る⽜
農村地域の安全・安心を守るため、老朽化した農業水利施設の長寿命化対策や、ため池などの耐震化や集中豪

雨等による農村地域の洪水被害を防止する取組により、農村地域の防災・減災対策を推進します。

⽛魅力的で活力ある農村をつくる⽜
農業・農村の多面的機能の発揮に向けて、農村の地域資源の適切な保全管理を推進します。また、農村生活環

境の更新整備などの取組により、暮らしやすい活力ある農村づくりを推進します。
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(３）具体的な方向性

(１）⽛豊かで力強い農業により攻める⼧

ア 担い手への農地の集積・集約化の推進
❞ 取組内容
県内農業の競争力強化を図るためには、担い手の経営規模を更に拡大し、効率的な
営農を実現していくことが必要です。
このため､ほ場整備などの基盤整備を実施し､これを契機とした農地中間管理事業との
連携等により担い手に対し面的なまとまりのある農地の利用集積を促進します。

基盤整備前のイメージ

担い手の経営（所有・貸借・作業受
託）する農地が分散しており、非効率
的な営農を強いられています。

基盤整備後のイメージ

基盤整備を契機として、担い手の
経営する農地が集積・集約化され、効
率的な営農が実現されます。

❟ 主な事業や取組
●経営体育成基盤整備事業 ●農地中間管理機構関連農地整備事業
●農業水利施設保全合理化事業 など

整備前 整備後
経営体育成基盤整備事業 荒

あら
川
かわ
中
ちゅう
部
ぶ
地区（青森市)
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イ 力強い農業を支える生産基盤整備の推進
❞ 取組内容
農作業の省力化と生産コストの低減を図る農地の大区画化や、高収益作物を中心と
した営農体系への転換を促進する水田の汎用化・畑地化を推進します。
また、畑地や樹園地において、高品質な野菜・果樹の拡大を促進するため、畑地か
んがい施設の導入や排水改良等を推進します。
農産物輸送の効率化を実現するほか、災害時の避難路や輸送路としての役割を担う
基幹的な農道について、長寿命化や耐震化対策などの整備を推進します。

❟ 主な事業や取組
●経営体育成基盤整備事業 ●畑地帯総合整備事業
●農地耕作条件改善事業 ●通作条件整備事業 など

経営体育成基盤整備事業
原
はら
・飯
いい
豊
とよ
地区（田子町）

農地耕作条件改善事業
西
にし
津
つ
軽
がる
千
ち
代
よ
田
だ
地区（つがる市）

整備前 整備後
通作条件整備事業 津

つ
軽
がる
北
ほく
部
ぶ
地区（つがる市)

疎水材投入
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ウ 担い手の所得向上を図る作物導入の促進
❞ 取組内容
水田の畑地化や畑作物に軸足を置いた汎用化のため、排水改良等の基盤整備を推進

し、高収益作物の導入を促進します。
ほ場整備の計画段階から指導機関を含む事業推進協議会を地区毎に設置し、基盤整

備と営農の両面において、地域の合意形成を図りながら、事業を推進していきます。
栽培意欲のある生産者と指導機関が一体となって、先進地の成功事例を取り込むと

ともに、実需者と連携しながら、高収益作物を中心とした攻める農業を推進します。

❟ 主な事業や取組
●中山間地農業ルネッサンス推進事業 ●中山間地域所得向上支援事業
●経営体育成基盤整備事業 ●農地耕作条件改善事業 など

●高収益作物の栽培振興への取組（たまねぎ等)
県では、中山間地農業ルネッサンス推進事業等を活用して、県内の生産者、ＪＡ、

行政関係者を対象に県外への先進地研修を実施したほか、県内でのたまねぎ栽培研
修会を開催して、栽培方法や他産地の状況等について情報提供するなど、たまねぎ
栽培導入を推進する取組を行っています。
また、つがる市の西津軽繁田地区では、農地耕作条件改善事業を活用して、水田

の区画拡大や暗渠排水などの基盤整備を行うとともに、たまねぎやブロッコリーな
どを導入するため、苗の購入や農業機械のリースに対する支援を行っており、今後
も高収益作物の栽培に取り組むこととしています。

先進地研修の様子 栽培研修会の様子

たまねぎ収穫の様子（西
にし
津
つ
軽
がる
繁
しげ
田
た
地区)
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(２）⽛農業・農村の安全・安心を守る⼧

ア 農業水利施設の長寿命化対策の推進
❞ 取組内容
県内には、県営事業で造成した受益面積100ha以上の基幹的農業水利施設が383施設
あります。内訳は、水路が299路線、ダム・頭首工・揚水機場等が84箇所となっていま
す。
しかし、これらの施設は昭和30～40年代の築造が多く、耐用年数の経過や老朽化の
進行により、安定的な農業用水の確保に支障を来しています。
このため、既存ストックの有効活用の観点から、適切な機能診断と予防保全対策に
より農業水利施設の長寿命化を図り、これらのライフサイクルコスト（建設・維持管
理等にかかるすべてのコスト）の低減を通じて、時代の要請に対応する効率的な更新
整備や保全管理を推進します。

❟ 主な事業や取組
●基幹水利施設ストックマネジメント事業 ●ため池等整備事業 など

基幹水利施設ストックマネジメント事業
相
おう
坂
さか
平
たい
幹
かん
線
せん
用
よう
水
すい
路
ろ
地区（十和田市)

整備前 整備後

基幹水利施設ストックマネジメント事業
神
しん
明
めい
川原
かわら
地区（八戸市)

整備前 整備後
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イ 農村地域の防災・減災対策の推進
❞ 取組内容
自然災害から農村地域の住民の生命・財産を守るとともに県土を保全し、安全・安

心な農村づくりのため、農業水利施設の耐震化や洪水被害防止対策など農村の防災・
減災対策を推進します。
また、ため池については、東日本大震災を契機に、全国規模でため池の一斉点検を

行っており、その中で安全が確認できなかったなどのため池は、地元の意向を踏まえ、
必要なため池について詳細調査を行うこととしています。
青森県では、優先度の高いため池から計画的に対策を講じ、ため池の安全・安心力

を高める実行計画として、平成30年３月に⽛青森県ため池の安全・安心力アップ中期
プラン⽜を策定しました。
本プランでは、⽛決壊時の被害⽜、⽛堤体の劣化状況⽜、⽛堤体の強度⽜の３つの要素か

ら総合的に評価し、防災・減災対策の優先度を決定しています。
今後は、徹底した管理や点検、ハザードマップの作成と地域住民への周知、防災関

係機関との連携などのソフト対策をため池の防災・減災対策の中心としつつ、必要な
ため池のハード対策を進めていくこととしています。

❟ 主な事業や取組
●ため池等整備事業 ●湛水防除事業
●農業用河川工作物応急対策事業 ●地すべり対策事業
●農業水路等長寿命化・防災減災事業 など

湛水防除事業 花
はな
切
きり
川
がわ
地区（東北町)

整備前（湛水被害状況) 整備後

湛水防除事業 日
ひ
沼
ぬま
地区（平川市)

整備前（湛水被害状況) 整備後
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(３）⽛魅力的で活力ある農村をつくる⼧

ア 農村の地域資源の適切な保全管理の推進
❞ 取組内容

農業者や地域住民等の多様な主体で構成された活動組織による、農地法面の草
刈りや農業用用排水路の泥上げ、りんご樹園地周辺の農道の除排雪などの地域資
源の基礎的保全活動を支援します。
農業者や地域住民等で構成された活動組織による農村環境保全活動（資源向上
支払）への支援や、農地周りの農業用用排水路などの補修・更新等を計画的に行う
施設の長寿命化のための活動（資源向上支払）を支援します。
また、構成員の高齢化等に伴い、活動の継続が危惧されていることから、次代を
担う人財の育成を行うとともに、組織の合併や広域化を促進します。

❟ 主な事業や取組
●多面的機能支払交付金 ●中山間地域等直接支払交付金 など

●農村協働力を活かした農村の地域資源の保全管理の推進

中山間地域等では、高齢化が進む中で平地に比べ自然的・経済的・社会的条件が
不利なことから、担い手の減少や耕作放棄の増加などにより、農業・農村が有する
多面的機能（水源かん養や洪水防止、安らぎの場の提供など）の低下が心配されて
います。
中山間地域等直接支払制度は、中山間地域等で農地を耕作している農業者等に
交付金を直接支払い、農業生産の維持を通じて多面的機能を確保する取組であり、
集落協定や個別協定に基づいて行われる農業生産活動や多面的機能の維持につな
がる活動などを支援します。

●中山間地域等の条件不利地域(傾斜地等)と平地とのコスト差(生産費)を支援

〈県内の取組状況〉
管 内 農地維持支払 資源向上支払 中山間地域等直接支払

交付対象面積(ha) 交付対象面積(ha) 交付対象面積(ha)
東 青 4,445 4,114 484
中 南 7,700 7,637 3,099
三 八 1,805 1,269 2,778
西 北 21,090 18,799 1,668
上 北 8,454 6,911 817
下 北 162 0 4
合 計 43,656 38,730 8,850

※令和２年度計画
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農地法面の草刈り
土
と
佐
さ
保全会（五所川原市）

農道の砂利敷き
水
みず
ケ
が
沢
さわ
農地保全の会（平内町）

農村地域資源の維持・保全活動（農地維持支払)

植栽活動
高
たか
瀬
せ
環境保全会（五所川原市）

水路の更新
原
はら
田
だ
グリーンサークル（平川市）

農村環境保全活動（資源向上支払) 農村地域資源の長寿命化（資源向上支払)

水路の泥上げ
小
こ
泊
どまり
地区集落協定（中泊町）

のり面の草刈
津
つ
山
やま
竹
たけ
越
こし
集落協定（深浦町）

農業生産活動（中山間地域等直接支払)
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農業体験受入れ
新
にい
館
だて
集落協定（平川市）

自然生態系の保全
大
おお
畑
はた
集落協定（新郷村）

多面的機能を増進する活動（中山間地域等直接支払)

イ 暮らしやすい活力ある農村づくりの推進
❞ 取組内容
生活基盤の機能も併せ持つ農道等の機能維持や、農業集落排水施設の点検診断等を
適切に行い、老朽化対策等を効率的に推進します。
生態系の保全・再生に配慮した水路整備等による多面的機能の増進を図ります。
❟ 主な事業や取組
●集落基盤整備事業 ●中山間地域総合整備事業
●農業集落排水事業 ●農業水利施設魚道整備促進事業 など

整備前 整備後

整備前 整備後

中山間地域総合整備事業 南
なん
部
ぶ
町
ちょう
地区（南部町)

中山間地域総合整備事業 三
さん
戸
のへ
地区（三戸町)
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(１）あおもり環境公共推進基本方針
農山漁村では、自立した農林水産業が営まれ、地域コミュニティが存続することによっ

て、豊かな自然や美しい景観、伝統的な風習や文化など、かけがえのない地域資源を将来
に引き継いでいくことが可能となります。
このため、青森県では、“農林水産業を支えることは地域の環境を守ることにつながる”

との観点から、農林水産業の生産基盤や農山漁村の生活環境などの整備を行う公共事業
を⽛環境公共⽜と位置付け、推進しています。
平成20年２月に作成した⽛あおもり環境公共推進基本方針⽜では、⽛環境公共⽜の実施

に当たって、農林漁業者をはじめ、地域住民やＮＰＯ、企業、行政など多様な主体が共有
すべき事項として、３つの方向性、５つの理念、３つの目標を示しています。

⼦環境公共⽜の概念 ⼦環境公共⽜の基本的方向

⼦環境公共⽜の基本的方向
（地域力の再生（新たな⽛結い⽜））

●⽛環境公共⽜の実施を契機とし、公
共事業のプロセスに、農林漁業者は
もとより、地域の人々などの参加を
促進
●自ら行えることは自ら実施していく
ことにより、地域力の再生（新たな
⽛結い⽜）を実現
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⼦環境公共⽜の基本的方向
（強固な農・林・水の連携）

◆農業・林業・水産業の各分野の取組
を、より強固に連携して実施
◆農・林・水の連携強化により、循環
型で持続可能な農林水産業が実現さ
れ、安全・安心な食料生産が可能

⼦環境公共⽜の基本的方向
（環境への配慮から保全・再生へ）

◆農林水産業の生産性を高めるため、
その基盤を整備しつつ、生物多様性
などの観点から環境を保全・再生
◆これまでの環境への配慮に加え、可
能な限り環境を保全・再生

⼦環境公共⽜の実施手法

●⽛環境公共⽜の実施に当たっては、
多様な価値観を持つ人々が、事業の
各段階に参加できるようなシステム
を構築
●従来の事業化に必要な手続きに加
え、事業構想の策定や地区環境公共
推進協議会の設立などの新たな手続
きや体制を追加

★⽛環境公共⽜ホームページ：http://www.pref.aomori.lg.jp/sangyo/agri/kankyoukoukyou.html
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(２）⽛環境公共⽜の取組事例

～ 地域の自然環境を次世代へ継承する取組 ～
土場川地区（ほ場整備事業、七戸町・東北町)

土場川地区環境公共推進協議会（以下、協議会という）は、ほ場整備事
業を契機に平成27年２月25日に設立されました。協議会は、土場川土地
改良区と３つの多面的機能支払交付金の活動組織が主な構成員となって
おり、協議会設立以前からそれぞれが連携して地元の小学校を対象とした生き物調査や施設見学
会等を企画し活動してきました。
その中で、東北町の甲地小学校では、区画整理工事前のほ場において、生き物調査や水質調査
等を実施し、捕獲した生き物を近隣のビオトープに放流する活動を継続しています。また、その
活動内容を、成果発表会で地域住民等にお知らせしています。
これらの活動が評価され、平成28年度には日本水環境学会東北支部から⽛東北・水すまし賞⽜
を受賞しました。協議会では、今後もこれらの活動を継続し、地域の水環境を守っていくことと
しています。

●
七戸町
東北町

～ 農業体験による情操教育の取組 ～
阿部堰地区（ほ場整備事業、五所川原市)

阿部堰地区環境公共推進協議会（以下、協議会という）では、五所川原
市南部土地改良区や堺松地区保全隊の協力を得て、松島小学校の５年生
を対象にほ場整備事業が完了したほ場で田植えや稲刈り体験学習を継続
して実施しています。
令和元年度は、５月に田植え体験、７月に稲の観察会、９月に稲刈り体験を行いました。さら
に、10月には収穫したお米を⽛松の光美米（こうびまい）⽜と名付け、産直施設の⽛まるっと新鮮
館⽜において一袋を２㎏500円で販売し、用意した47袋全てを売り切ることができました。なお、
⽛松の光美米⽜の袋のイラストは、児童ひとりひとりが想いを込めて描いたものです。
協議会では、地域の子供たちが農業体験を通じて自然環境や農産物等へ関心を持ってもらえる
よう、今後もこの活動を継続することとしています。

●
五所川原市

稲刈りの様子 販売直前の様子 袋のイラスト お米を買い求める消費者

受賞後の記念撮影 生き物調査の様子 ビオトープへ放流
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(３）⽛環境公共⽜の情報発信
青森県の将来を担う子どもたち、消費者であるその
親たちを対象に、環境公共の取組が本県の豊かでおい
しい農林水産物の生産を下支えしていることをＰＲす
るため、令和元年度環境公共推進プロジェクトとして、
農・林・水・畜連携のもと、６県民局で⽛食⽜や⽛農⽜
に関する体験学習を実施しました。

〈Ｒ１年度環境公共推進プロジェクト一覧〉
番号 開催日 開催場所 参加者 番号 開催日 開催場所 参加者
① 7/27(土) 青森市、蓬田村 23名 ② 9/12(木) 弘前市、西目屋村 25名

【トマト＆オニオンプロジェクト】

・たまねぎ収穫体験
・ミニトマト収穫体
験
・環境公共の学習

【ふるさとの水を探る旅】

・ため池、揚水機場、
相馬ダム見学
・森林学習
・木工体験
・環境公共の学習
・イワナつかみ取り
体験

③ 7/28(日) 八戸市、南部町 33名 ④ 8/29(木) 中泊町 19名
【⽛キ⽜になるイベント】

・巻の下頭首工見学
・島守田園空間博物
館散策
・環境公共の学習
・森林学習
・植樹体験
・ブルーベリー収穫
体験

【⽛山川海の恵みに感謝！⽜水と大地の探検隊】

・芦野頭首工見学
・自動給水栓見学
・山・川・海を繋ぐ水
循環の学習
・漁礁の見学
・森林学習
・ICTトラクタ試乗
・若宮揚水機場見学

⑤ 8/31(土) 七戸町 20名 ⑥ 10/27(日) むつ市、東通村 38名
【天間ダムスゴイゼ！】

・天間ダム見学
・水管橋見学
・小水力発電所見学
・サイフォン学習
・野菜収穫体験
・環境公共の学習

【下北の農・林・水を体験するバスツアー】

・サケふ化場見学
・そば打ち体験
・環境公共の学習
・いちご収穫体験
・森林学習
・木工体験（コース
ター制作）
・製材所見学

合計参加者 158名
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(４）⽛環境公共⽜を支える低コスト化技術
●排水先の無い畑や水田転換畑での排水処理技術の検証（H30～R1）
○排水先が無い畑での湿害対策
畑に暗渠を設置し排水を促進することは湿害対策としてとても有効ですが、暗渠の
流末を排水路に自然排水できない畑には、これまで設置することができませんでした。
そのため、東北町にある排水先の無いながいも畑に暗渠を敷設し、マンホール構造で
地下浸透させる⽛浸透式⽜、エンジンポンプで汲み上げ排水する⽛ポンプ式⽜の処理方
法の効果検証を行いました。
これら２つの排水処理施設では、いずれも50㎜/日の排水量（東北町周辺で過去５年
に年平均８回程度発生する大雨に相当）を排水処理することができました。

浸透式排水処理施設 ポンプ式排水処理施設

○水田転換畑に緩傾斜を付与した湿害対策
水田転換畑など、傾斜がなく地表水が停滞しやすいほ場では、レーザーレベラー等
で1/1000程度の緩傾斜を付与することで地表水の流れを作り、排水を促進することが
できました。

これらを含めた14種の排水処理技術について、より実用的に活用できるよう標準的
な施工費を含めて、フローチャートで必要な技術を選択できる⽛排水改良の手引き⽜を
作成しました。
本手引きは農村整備課ホームページで公開しているほか、土地改良区、市町村、ＪＡ
等を通じて県内生産者に周知し、排水改良技術の普及を促進していきます。
〈農村整備課HP：http://www.pref.aomori.lg.jp/sangyo/agri/haisuikairyo-tebiki.html〉

1/1000傾斜ほ場（残留水なし) 均平ほ場（残留水あり)

〈大雨から１日経過した傾斜ほ場と均平ほ場の表面排水の比較〉
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、
農
業
経
営
の
安
定
及
び
近
代
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
併
せ
て
地
域

用
水
機
能
の
増
進
に
資
す
る
も
の

県
50

32
18

○

(4
)流
域
水
質
保
全
機
能
増
進

型
農
業
水
利
施
設
保
全

合
理
化
事
業

農
用
排
水
施
設
整
備
事
業
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
環
境
保
全
型
農
業
等
の
推
進
を
指
向
し
て
い
る
地
域
を
含
む
一
定
の
広
が
り
を
持
つ
流

域
等
を
対
象
に
、
地
域
用
水
機
能
の
う
ち
特
に
水
質
浄
化
機
能
の
維
持
増
進
に
資
す
る
用
排
水
施
設
を
整
備
す
る
も
の

県
50
（
55
）

27
.5

(2
7.
5)

22
.5

(1
7.
5)

(
)は
中
山
間
等
地
域

○

(5
)排
水
対
策
特
別
型

排
水
対
策
特
別
事
業

用
排
水
施
設
整
備
事
業
の
う
ち
麦
・
大
豆
・
飼
料
作
物
等
の
転
作
作
物
を
取
り
入
れ
た
収
益
性
の
高
い
水
田
営
農
の
確
立
を
図
る
た
め
に
必
要
な

排
水
機
、
排
水
樋
門
、
排
水
路
等
の
更
新
又
は
整
備
を
実
施
す
る
も
の

県
50

25
25

○

(6
)基
幹
水
利
施
設
保
全
型

基
幹
水
利
施
設
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
事
業

ア
国
・
県
営
土
地
改
良
事
業
に
よ
り
造
成
さ
れ
た
農
業
用
用
排
水
施
設
等
（
以
下
⽛
国
・
県
営
造
成
施
設
⽜）
に
関
す
る
機
能
保
全
計
画
の
策
定
（
当

該
施
設
の
機
能
診
断
を
含
む
）

イ
国
・
県
営
造
成
施
設
に
お
い
て
機
能
保
全
計
画
等
に
基
づ
く
対
策
工
事
の
実
施

ウ
国
・
県
営
造
成
施
設
に
お
い
て
発
生
し
た
不
測
の
事
態
に
対
す
る
機
能
回
復
を
行
う
緊
急
補
修
工
事
（
現
地
仮
復
旧
を
含
む
。）
の
実
施

県
50 ※
50

25 ※
29

25 ※
21

※
は
更
新
事
業
に
適
用

《
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
》

○

(7
)水
利
施
設
集
約
再
編
型

農
業
水
利
施
設
保
全

合
理
化
事
業

国
・
県
営
造
成
施
設
の
老
朽
化
等
に
よ
る
機
能
低
下
が
み
ら
れ
る
地
区
に
お
い
て
、
農
業
用
用
排
水
施
設
の
集
約
・
再
編
を
伴
う
整
備
を
行
い
、
農

業
水
利
ス
ト
ッ
ク
の
適
正
化
に
資
す
る
も
の

県
50
（
55
）

27
.5

(2
7.
5)

22
.5

(1
7.
5)

(
)は
中
山
間
等
地
域

○

2
特
別
型

(1
)産
地
収
益
力
向
上
型

1)
高
収
益
作
物
導
入
促
進

型
農
業
水
利
施
設
保
全

合
理
化
事
業

ア
農
業
用
用
排
水
施
設
整
備
又
は
暗
渠
排
水
を
実
施
す
る
も
の

イ
ア
の
事
業
と
農
道
整
備
（
農
作
業
道
の
変
更
に
限
る
）、
客
土
、
区
画
整
理
、
徐
礫
、
農
用
地
造
成
及
び
農
地
保
全
並
び
に
土
壌
改
良
及
び
耕
作

放
棄
地
解
消
・
発
生
防
止
の
た
め
の
簡
易
な
整
備
並
び
に
農
業
経
営
高
度
化
支
援
事
業
の
う
ち
ア
の
事
業
と
密
接
な
関
連
の
あ
る
も
の
と
を
併
せ

て
一
体
的
に
実
施
す
る
も
の

ウ
国
営
か
ん
排
事
業
（
高
収
益
作
物
導
入
促
進
事
業
）
と
併
せ
て
、
産
地
形
成
事
業
を
一
体
的
に
実
施
す
る
も
の

県
50
（
55
）

27
.5

(2
7.
5)

22
.5

(1
7.
5)

(
)は
中
山
間
等
地
域

○

2)
高
収
益
作
物
転
換
型

農
業
水
利
施
設
保
全

合
理
化
事
業

ア
農
業
用
用
排
水
施
設
整
備
、
客
土
、
暗
渠
排
水
及
び
区
画
整
備
の
う
ち
１
以
上
を
実
施
す
る
も
の

イ
ア
の
事
業
と
農
道
整
備
、
徐
礫
、
農
用
地
造
成
及
び
農
地
保
全
並
び
に
土
壌
改
良
及
び
耕
作
放
棄
地
解
消
・
発
生
防
止
の
た
め
の
簡
易
な
整
備
並

び
に
農
業
経
営
高
度
化
支
援
事
業
の
う
ち
、
ア
の
事
業
と
密
接
な
関
連
の
あ
る
も
の
と
を
併
せ
て
一
体
的
に
実
施
す
る
も
の

県
50
（
55
）

29
(2
8.
5)

21
(1
6.
5)

(
)は
中
山
間
等
地
域

○

3)
畑
地
帯
総
合
整
備
型

①
畑
地
帯
担
い
手
育

成
型

畑
地
帯
総
合
整
備
事

業
ア
農
業
用
排
水
施
設
整
備
、
農
道
整
備
及
び
区
画
整
理
の
う
ち
１
以
上
を
実
施
す
る
も
の

イ
ア
の
事
業
と
客
土
、
暗
渠
排
水
、
除
礫
、
農
用
地
造
成
及
び
農
地
保
全
並
び
に
農
業
生
産
基
盤
整
備
附
帯
事
業
、
営
農
環
境
整
備
事
業
、
農
業
経

営
高
度
化
支
援
事
業
の
う
ち
ア
の
事
業
と
密
接
な
関
連
の
あ
る
も
の
と
を
併
せ
て
一
体
的
に
実
施
す
る
も
の

県
50
（
55
）

27
.5

(2
7.
5)

22
.5

(1
7.
5)

(
)は
中
山
間
等
地
域

○

②
畑
地
帯
担
い
手
支

援
型

畑
地
帯
総
合
整
備
事

業
ア
農
業
用
用
排
水
施
設
整
備
、
農
道
整
備
及
び
区
画
整
理
の
う
ち
１
以
上
を
実
施
す
る
も
の

イ
ア
の
事
業
と
客
土
、
暗
渠
排
水
、
除
礫
、
農
用
地
造
成
及
び
農
地
保
全
並
び
に
農
業
生
産
基
盤
整
備
附
帯
事
業
及
び
営
農
環
境
整
備
事
業
の
う
ち

ア
の
事
業
と
密
接
な
関
連
の
あ
る
も
の
と
を
併
せ
て
一
体
的
に
実
施
す
る
も
の

ウ
農
業
用
用
排
水
施
設
整
備
の
う
ち
畑
地
か
ん
が
い
を
目
的
と
し
た
農
業
用
の
用
水
施
設
に
つ
い
て
緊
急
に
必
要
な
補
強
工
事
の
み
を
行
う
事
業

（
単
独
設
備
整
備
）

エ
次
に
掲
げ
る
(ア
)又
は
(イ
)の
い
ず
れ
か
を
行
う
事
業
（
単
独
土
層
改
良
）

(ア
)客
土
、
暗
渠
排
水
及
び
除
礫
、
土
壌
改
良
並
び
に
こ
れ
を
補
完
す
る
た
め
の
農
地
保
全
、
交
換
分
合
、
農
業
集
落
環
境
管
理
施
設
整
備

(イ
)暗
渠
排
水
う
ち
暗
渠
の
新
設
若
し
く
は
変
更
と
一
体
的
に
行
わ
れ
る
農
業
用
用
排
水
施
設
整
備
の
う
ち
排
水
施
設
に
係
る
事
業
を
総
合

的
に
実
施
す
る
事
業

オ
営
農
用
水
施
設
整
備
の
み
を
行
う
事
業
（
単
独
営
農
用
水
）
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国
事
業
名

県
事
業
名

事
業

内
容

事
業
主
体

負
担
区
分

摘
要

あ
お
も
り
水
土
里
づ
く
り

推
進
プ
ラ
ン
(施
策
の
柱
)

国
県

地
元

豊
か
で
力

強
い
農
業

に
よ
り
攻

め
る

農
業
・
農

村
の
安
全

・
安
心
を

守
る

魅
力
的
で

活
力
あ
る

農
村
を
つ

く
る

4)
農
地
集
積
促
進
型

農
業
水
利
施
設
保
全

合
理
化
事
業

ア
農
業
用
用
排
水
施
設
整
備
を
実
施
す
る
も
の

イ
ア
の
事
業
と
客
土
、
暗
渠
排
水
及
び
区
画
整
理
並
び
に
高
度
土
地
利
用
調
整
事
業
と
密
接
な
関
連
の
あ
る
も
の
と
を
併
せ
て
一
体
的
に
実
施
す

る
も
の

ウ
国
営
水
利
シ
ス
テ
ム
再
編
事
業
（
農
地
集
積
促
進
型
）
と
併
せ
て
、
中
心
経
営
体
農
地
集
積
促
進
事
業
を
一
体
的
に
実
施
す
る
も
の

県
50
（
55
）

27
.5

(2
7.
5)

22
.5

(1
7.
5)

(
)は
中
山
間
等
地
域

○

3
簡
易
整
備
型

農
業
水
利
施
設
保
全

合
理
化
事
業

ア
水
管
理
の
省
力
化
や
維
持
管
理
の
低
コ
ス
ト
化
に
資
す
る
簡
易
な
農
業
水
利
施
設
等
の
整
備

イ
農
業
用
用
排
水
施
設
の
新
設
、
廃
止
又
は
変
更

ウ
給
水
栓
、
ゲ
ー
ト
、
分
水
工
等
の
自
動
化
等
の
管
理
省
力
化
の
た
め
の
農
業
用
用
排
水
施
設
の
整
備
、
並
び
に
水
管
理
施
設
、
維
持
管
理
施
設
、

安
全
施
設
等
の
農
業
用
用
排
水
施
設
に
附
帯
す
る
施
設
の
整
備

県
50
（
55
）

※
50

(※
55
)

27
.5

(2
7.
5 )

※
31

(※
30
)

22
.5

(1
7.
5 )

※
19

(※
15
)
※
は
更
新
事
業
に
適
用

《
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
》

○

中
山
間
地
域
農
業
農
村
総
合
整
備
事
業

1
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

中
山
間
地
域
総
合
整

備
事
業

自
然
的
、
経
済
的
、
社
会
的
条
件
に
恵
ま
れ
ず
農
業
の
生
産
条
件
が
不
利
な
地
域
で
あ
り
、
か
つ
、
中
山
間
地
域
等
に
お
い
て
、
農
業
生
産
基
盤
整

備
事
業
、
農
村
振
興
環
境
整
備
事
業
を
実
施
す
る
事
業
で
あ
っ
て
次
の
い
づ
れ
か
に
該
当
す
る
事
業

ア
農
業
生
産
基
盤
整
備
事
業
、
農
村
振
興
環
境
整
備
事
業
を
一
体
的
に
行
う
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
農
業
用
用
排
水
施
設
整
備
、
農
道
整
備
、
ほ

場
整
備
、
農
用
地
開
発
、
農
地
防
災
、
客
土
、
暗
渠
排
水
、
農
用
地
の
改
良
又
は
保
全
、
土
地
基
盤
の
再
編
・
整
序
化
の
う
ち
２
以
上
を
行
う
も

の
イ
農
業
生
産
基
盤
整
備
事
業
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
農
業
用
用
排
水
施
整
備
、
農
道
整
備
、
ほ
場
整
備
、
農
用
地
開
発
、
農
地
防
災
、
客
土
、
暗

渠
排
水
、
農
用
地
の
改
良
又
は
保
全
、
土
地
基
盤
の
再
編
・
整
序
化
の
う
ち
２
以
上
を
行
う
も
の

県
55 ( 5
5)

32 ( 3
3)

13 ( 1
2)

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

(
)は
粗
放
的
管
理
区

域
に
適
用

○

農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

1
防
災
ダ
ム
整
備
事
業

防
災
ダ
ム
事
業

洪
水
調
節
用
の
ダ
ム
（
余
水
吐
そ
の
他
の
附
帯
施
設
を
含
む
）
の
新
設
又
は
改
修
及
び
併
せ
行
う
関
連
整
備

県
55

39
6

○
2
た
め
池
整
備
事
業

(1
)た
め
池
総
合
整
備
工
事

1)
地
震
・
豪
雨
対
策
型

た
め
池
等
整
備
事
業

耐
震
性
の
向
上
の
た
め
の
た
め
池
の
改
修
又
は
地
震
か
ら
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
管
理
施
設
の
新
設
若
し
く
は
改
修
、
豪
雨
に
よ
る

決
壊
の
防
止
、
そ
の
他
の
洪
水
調
節
機
能
の
賦
与
・
増
進
の
た
め
に
必
要
な
た
め
池
の
改
修
、
附
帯
施
設
の
整
備
及
び
併
せ
行
う
し
ゅ
ん
せ
つ
又
は
農

地
等
の
洪
水
調
節
機
能
の
発
揮
の
た
め
の
整
備

県
55 50
（
55
）

28 33
（
33
）

17 17
（
12
）

大
規
模

小
規
模

(
)は
中
山
間
等
地
域

○

2)
一
般
整
備
型

築
造
後
に
お
け
る
自
然
・
社
会
的
状
況
の
変
化
等
へ
の
対
応
又
は
人
命
、
家
屋
、
公
共
施
設
等
に
被
害
を
及
ぼ
す
災
害
の
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

場
合
に
、
早
急
に
整
備
を
要
す
る
た
め
池
の
新
設
、
変
更
、
新
設
と
併
せ
行
う
廃
止
、
し
ゅ
ん
せ
つ
、
附
帯
施
設
の
整
備
、
下
流
水
路
の
整
備
又
は
管

理
施
設
の
整
備
、
水
質
悪
化
が
著
し
く
、
地
域
の
農
業
生
産
及
び
周
辺
環
境
に
対
し
て
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
た
め
池
の
水
質
を
改
善
す
る
た
め
に

必
要
な
工
事

3)
長
寿
命
化
型

施
設
の
機
能
保
全
・
更
新
等
を
計
画
的
に
実
施
す
る
た
め
の
中
長
期
的
な
計
画
（
施
設
長
寿
命
化
計
画
等
）
に
基
づ
い
て
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て

い
る
た
め
池
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
に
必
要
な
工
事

(2
)た
め
池
群
整
備
工
事

複
数
の
た
め
池
を
対
象
に
行
う
、
た
め
池
の
決
壊
防
止
又
は
洪
水
調
節
機
能
の
向
上
等
に
資
す
る
た
め
池
の
改
修
、
廃
止
、
し
ゅ
ん
せ
つ
、
附
帯
施

設
の
整
備
、
周
辺
水
路
の
整
備
、
そ
の
他
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設
の
整
備

3
用
排
水
施
設
等
整
備
事
業

(1
)湛
水
防
除
事
業

(排
水
施
設
整
備
対
策
工
事
)
湛
水
防
除
事
業

ア
既
存
の
農
業
用
用
排
水
施
設
の
耐
用
年
数
が
経
過
す
る
以
前
に
お
い
て
、
立
地
条
件
の
変
化
に
よ
り
、
湛
水
被
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
地

域
（
原
則
と
し
て
、
過
去
に
応
急
の
湛
水
排
除
事
業
が
実
施
さ
れ
た
地
域
）
で
、
こ
れ
を
防
止
す
る
た
め
に
行
う
排
水
機
、
排
水
樋
門
、
遊
水
池
等

貯
留
施
設
、
排
水
調
整
池
、
地
下
浸
透
施
設
、
排
水
路
、
堤
防
等
の
新
設
又
は
改
修
(排
水
施
設
整
備
工
事
)

イ
同
一
水
系
の
排
水
河
川
に
係
る
地
域
で
あ
る
等
、
排
水
施
設
の
一
元
管
理
を
必
要
と
す
る
地
域
で
、
主
と
し
て
排
水
施
設
整
備
工
事
に
よ
っ
て

造
成
さ
れ
た
排
水
施
設
に
つ
い
て
、
防
災
体
制
を
強
化
し
、
湛
水
被
害
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
に
行
う
排
水
管
理
に
必
要
な
施
設
の
新
設
又
は

改
修
（
ア
と
併
せ
行
う
も
の
を
除
く
。）
（
排
水
管
理
施
設
整
備
工
事
）

ウ
ア
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
農
業
用
用
排
水
施
設
の
耐
用
年
数
が
経
過
し
た
以
後
に
お
い
て
、
そ
の
機
能
低
下
に
よ
り
再
び
湛
水
被
害
を
生
ず
る
お

そ
れ
の
あ
る
地
域
で
、
こ
れ
を
防
止
す
る
た
め
に
行
う
当
該
施
設
の
変
更
（
湛
水
防
除
施
設
改
修
工
事
）

県
50
（
55
）

37
（
37
）

13 （
8）

(
)は
中
山
間
等
地
域

○

(2
)用
排
水
施
設
整
備
事
業

た
め
池
等
整
備
事
業

ア
築
造
後
に
お
け
る
自
然
・
社
会
的
状
況
の
変
化
等
に
よ
り
早
急
に
整
備
を
要
す
る
頭
首
工
、
樋
門
、
用
排
水
機
場
、
水
路
等
の
変
更
又
は
当
該
施

設
に
代
わ
る
農
業
用
用
排
水
施
設
の
新
設
及
び
こ
れ
ら
の
附
帯
施
設
の
整
備

イ
流
域
開
発
等
に
よ
る
流
出
量
の
増
加
、
流
出
形
態
の
変
化
等
の
他
動
的
要
因
に
起
因
す
る
溢
水
被
害
等
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
に
緊
急
に
行

う
農
業
用
用
排
水
施
設
の
新
設
又
は
変
更

ウ
風
水
害
等
に
よ
っ
て
土
砂
崩
壊
の
危
険
の
生
じ
た
箇
所
に
お
い
て
農
用
地
及
び
農
業
用
施
設
の
災
害
を
防
止
す
る
た
め
に
行
う
土
留
石
垣
、
擁

壁
、
土
砂
溜
堰
堤
、
水
路
等
の
整
備
（
土
砂
崩
壊
防
止
工
事
）
又
は
水
田
法
面
の
保
護
を
目
的
と
す
る
水
抜
工
の
設
置
（
水
抜
工
）
及
び
こ
れ
に
関

連
す
る
整
備

県
55 50
（
55
）

28 33
（
33
）

17 17
（
12
）

大
規
模

小
規
模

(
)は
中
山
間
等
地
域

○

4
農
地
保
全
整
備
事
業

農
地
保
全
整
備
事
業

農
用
地
の
保
全
と
災
害
の
未
然
防
止
を
図
る
た
め
に
行
う
排
水
施
設
や
防
風
施
設
等
の
整
備

県
50

32
18

○

5
農
業
用
河
川
工
作
物
等
応
急

対
策
事
業

農
業
用
河
川
工
作
物

応
急
対
策
事
業

農
業
用
河
川
工
作
物
（
頭
首
工
、
水
門
、
樋
門
、
樋
管
、
橋
梁
等
）
の
整
備
補
強
、
撤
去
又
は
撤
去
に
伴
う
整
備
、
農
業
用
道
路
横
断
工
作
物
の
耐

震
補
強
整
備

県

55 ①
50

（
55
）

②
50

（
55
）

37 ①
42

（
42
）

②
32

（
32
）

8 ①
8

（
3）
②
18

（
13
）

大
規
模

小
規
模
①

小
規
模
②

(
)は
中
山
間
等
地
域

○
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国
事
業
名

県
事
業
名

事
業

内
容

事
業
主
体

負
担
区
分

摘
要

あ
お
も
り
水
土
里
づ
く
り

推
進
プ
ラ
ン
(施
策
の
柱
)

国
県

地
元

豊
か
で
力

強
い
農
業

に
よ
り
攻

め
る

農
業
・
農

村
の
安
全

・
安
心
を

守
る

魅
力
的
で

活
力
あ
る

農
村
を
つ

く
る

6
特
定
農
業
用
管
水
路
等
特
別

対
策
事
業

特
定
農
業
用
管
水
路

等
特
別
対
策
事
業

ア
石
綿
等
が
使
用
さ
れ
て
い
る
農
業
用
管
水
路
の
撤
去
（
当
該
石
綿
等
の
劣
化
又
は
飛
散
の
防
止
措
置
を
含
む
）
及
び
こ
れ
と
一
体
的
に
行
う
農

業
用
用
排
水
路
の
変
更

イ
ア
の
農
業
用
用
排
水
路
と
一
体
と
な
っ
て
機
能
を
発
揮
す
る
農
業
用
用
排
水
路
の
変
更

ウ
石
綿
等
が
使
用
さ
れ
て
い
る
土
地
改
良
施
設
（
農
業
用
管
水
路
を
除
く
）
に
お
い
て
行
う
当
該
石
綿
等
の
除
去
及
び
こ
れ
と
一
体
的
に
行
う
当

該
土
地
改
良
施
設
の
変
更

県
50
（
55
）

35
（
35
）

15
（
10
）
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

(
)は
中
山
間
等
地
域

○

7
水
質
保
全
対
策
事
業

水
質
保
全
対
策
事
業

水
質
汚
濁
等
に
起
因
す
る
障
害
を
除
去
す
る
た
め
の
農
業
用
用
排
水
施
設
、
水
質
保
全
施
設
等
の
新
設
、
廃
止
、
変
更

県
50
（
55
）

未
定

(
)は
中
山
間
等
地
域

○

8
地
す
べ
り
対
策
事
業

地
す
べ
り
対
策
事
業

地
す
べ
り
防
止
施
設
の
新
設
又
は
改
良
そ
の
他
地
す
べ
り
を
防
止
す
る
た
め
の
工
事
、
地
す
べ
り
防
止
施
設
に
係
る
施
設
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ

い
た
対
策
を
実
施
す
る
た
め
の
工
事

県
50

50
-

○

農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業

県
50 ( 5
5)

27
.5

(2
7.
5)

22
.5

(1
7.
5)

(
)は
中
山
間
等
地
域

○

1
地
域
内
農
地
集
積
型

経
営
体
育
成
基
盤
整

備
事
業

農
地
耕
作
条
件
改
善

事
業

畦
畔
除
去
に
よ
る
区
画
拡
大
や
暗
渠
排
水
等
の
き
め
細
や
か
な
耕
作
条
件
の
改
善
を
機
動
的
に
実
施

2
農
地
集
積
推
進
型

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
推
進
費
の
交
付
に
よ
り
農
業
者
の
費
用
負
担
の
軽
減
を
図
り
つ
つ
、
基
盤
整
備
を
機
動
的
に
実

施
3
高
収
益
作
物
転
換
型

基
盤
整
備
を
機
動
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
輪
作
体
系
の
検
討
や
導
入
１
年
目
の
種
子
・
肥
料
へ
の
支
援
な
ど
、
高
収
益
作
物
へ
の
転
換
に
向
け
た

計
画
策
定
か
ら
営
農
定
着
に
必
要
な
取
組
を
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
を
組
み
合
わ
せ
て
実
施

4
未
来
型
産
地
形
成
推
進
条
件

整
備
型

水
田
転
換
や
既
存
産
地
の
改
良
と
と
も
に
、
省
力
技
術
・
作
業
機
械
等
を
面
的
に
導
入
し
、
労
働
生
産
性
を
抜
本
的
に
高
め
た
モ
デ
ル
産
地
を
形
成

す
る
取
組
を
実
施
、
ま
た
、
果
樹
に
つ
い
て
は
、
早
期
成
園
化
等
の
取
組
を
併
せ
て
実
施

5
ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
推
進
型

基
盤
整
備
と
一
体
的
に
行
う
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
基
地
局
の
設
置
等
の
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
を
実
施

農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・
防
災
減
災
事
業

1
長
寿
命
化
対
策

農
業
水
路
等
長
寿
命

化
・
防
災
減
災
事
業

広
域
農
業
用
水
適
正

管
理
対
策
事
業

た
め
池
等
整
備
事
業

農
村
災
害
対
策
整
備

事
業
集
落
基
盤
整
備
事
業

機
能
診
断
・
機
能
保
全
計
画
に
基
づ
い
た
補
修
や
更
新
、
分
水
ゲ
ー
ト
の
自
動
化
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
、
水
管
理
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
、
自
動
給
水
栓
の
導

入
な
ど
に
よ
る
水
管
理
・
維
持
管
理
の
省
力
化
、
ハ
ー
ド
対
策
を
行
う
た
め
の
、
機
能
診
断
・
機
能
保
全
計
画
の
策
定
等

県 市
町
村
等

50 (5
5)

※
50

(※
55
)

27
.5

(2
7.
5)

※
31

(※
30
)

22
.5

(1
7.
5)

※
19

(※
15
)

(
)は
中
山
間
等
地
域

※
は
更
新
事
業
に
適
用

《
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
》

○
2
防
災
減
災
対
策

災
害
の
未
然
防
止
に
必
要
な
施
設
整
備
、
リ
ス
ク
管
理
の
た
め
の
観
測
機
器
の
設
置
、
た
め
池
の
統
廃
合
等
、
防
災
減
災
に
資
す
る
対
策
、
ハ
ー
ド

対
策
を
行
う
た
め
の
、
耐
震
性
点
検
・
調
査
等

3
た
め
池
の
保
全
・
避
難
対
策

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
、
監
視
・
管
理
に
必
要
な
研
修
の
開
催
、
都
道
府
県
等
を
単
位
と
し
て
行
う
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
監
視
・
保
全
管
理
に
資
す

る
活
動
等

ソ
フ
ト

1 0
0

-
-

※
R2
ま
で
定
額
助
成

農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金

1
農
業
農
村
整
備
基
盤
整
備
事
業

(1
)農
地
整
備

1)
通
作
条
件
整
備

①
基
幹
農
道
整
備

通
作
条
件
整
備
事
業

ア
一
般
型

農
業
の
近
代
化
又
は
農
業
生
産
物
の
流
通
の
合
理
化
を
図
る
た
め
重
要
か
つ
農
村
環
境
の
改
善
に
資
す
る
農
道
網
の
基
幹
と
な
る
農
道
の
整
備

イ
保
全
対
策
型

既
設
の
農
道
に
つ
い
て
、
点
検
診
断
を
行
う
と
と
も
に
機
能
保
全
対
策
面
か
ら
の
更
新
整
備
や
農
道
機
能
強
化
対
策
面
等
か
ら
の
整
備
水
準
の

向
上
を
図
る
保
全
対
策
の
ほ
か
、
緊
急
対
策
を
実
施

県
50

37
13

○

②
一
般
農
道
整
備

通
作
条
件
整
備
事
業

ア
一
般
型

幹
線
か
ら
末
端
耕
作
道
ま
で
の
農
道
網
の
整
備

イ
樹
園
地
等
型

経
営
の
近
代
化
・
省
力
化
を
図
ろ
う
と
す
る
樹
園
地
を
主
体
と
し
た
農
用
地
、
近
代
化
・
省
力
化
を
図
り
、
か
つ
、
水
田
利
用
の
再
編
成
の
推
進

を
図
ろ
う
と
す
る
野
菜
生
産
出
荷
安
定
法
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
野
菜
指
定
産
地
に
お
け
る
畑
地
を
主
体
と
し
た
農
用
地
、
田
畑
輪
換
を
行
う
水

田
地
帯
の
農
用
地
に
お
け
る
農
道
の
整
備

ウ
農
業
集
落
間
型

農
業
の
生
産
条
件
が
不
利
な
地
域
に
お
い
て
、
農
業
集
落
を
結
ぶ
農
道
の
整
備

エ
保
全
対
策
型

既
設
の
農
道
に
つ
い
て
、
点
検
診
断
を
行
う
と
と
も
に
機
能
保
全
対
策
面
か
ら
の
更
新
整
備
や
農
道
機
能
強
化
対
策
面
等
か
ら
の
整
備
水
準
の

向
上
を
図
る
保
全
対
策
の
ほ
か
、
緊
急
対
策
を
実
施

県
50 [ 5
0]

25 [ 5
0]

25 [ 0
]

[
]は
山
村
、
過
疎
、
半

島
（
一
般
型
の
み
）

○
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国
事
業
名

県
事
業
名

事
業

内
容

事
業
主
体

負
担
区
分

摘
要

あ
お
も
り
水
土
里
づ
く
り

推
進
プ
ラ
ン
(施
策
の
柱
)

国
県

地
元

豊
か
で
力

強
い
農
業

に
よ
り
攻

め
る

農
業
・
農

村
の
安
全

・
安
心
を

守
る

魅
力
的
で

活
力
あ
る

農
村
を
つ

く
る

(2
)水
利
施
設
整
備

1)
水
利
施
設
等
整
備
事
業

農
業
水
利
施
設
保
全

合
理
化
事
業

水
田
及
び
畑
地
帯
に
お
け
る
基
幹
的
な
農
業
用
用
排
水
施
設
の
整
備
等
を
行
う
事
業
（
基
幹
水
利
施
設
整
備
型
、
農
業
用
水
再
編
対
策
型
、
地
域
用

水
機
能
増
進
型
、
流
域
水
質
保
全
機
能
増
進
型
、
排
水
対
策
特
別
型
、
基
幹
水
利
施
設
保
全
型
、
地
域
農
業
水
利
施
設
保
全
型
（
た
だ
し
、
畑
地
帯
総

合
整
備
型
に
あ
っ
て
は
、
畑
地
帯
担
い
手
育
成
型
、
畑
地
帯
担
い
手
支
援
型
））

県
負
担
割
合
は
、
水
利
施
設
等
保
全
高
度
化
事
業
の

各
型
と
同
率

○

2)
農
業
水
利
施
設
保
全
合

理
化
事
業

農
業
水
利
施
設
保
全

合
理
化
事
業

水
管
理
の
省
力
化
や
農
業
水
利
施
設
の
長
寿
命
化
の
た
め
の
整
備
等
を
行
う
事
業
（
農
業
水
利
施
設
等
整
備
事
業
、
農
地
集
積
促
進
事
業
、
水
利
用

再
編
促
進
事
業
）

○

3)
広
域
農
業
用
水
適
正
管

理
対
策
事
業

広
域
農
業
用
水
適
正

管
理
対
策
事
業

国
営
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
伴
い
用
途
廃
止
す
べ
き
頭
首
工
、
水
門
等
の
農
業
水
利
施
設
の
う
ち
、
当
該
事
業
の
完
了
後
に
お
い
て
も
残
存
し
、

農
業
用
水
管
理
又
は
河
川
管
理
上
支
障
と
な
っ
て
い
る
施
設
の
撤
去
を
行
う
事
業

従
前
の
国
営
土
地
改
良
事
業
と
同
率

○

4)
地
域
用
水
環
境
整
備
事

業
農
業
水
利
施
設
魚
道

整
備
促
進
事
業

農
村
地
域
に
お
け
る
生
活
空
間
の
質
的
向
上
等
を
図
る
た
め
、
水
路
、
ダ
ム
、
た
め
池
等
の
農
業
水
利
施
設
の
保
全
又
は
地
域
用
水
機
能
の
維
持
増

進
に
資
す
る
施
設
の
整
備
等
を
行
う
事
業
（
地
域
用
水
環
境
整
備
事
業
（
親
水
・
景
観
保
全
施
設
整
備
、
生
態
系
保
全
施
設
整
備
、
地
域
防
災
施
設
整

備
、
渇
水
対
策
施
設
整
備
、
利
用
保
全
整
備
、
地
域
用
水
機
能
増
進
施
設
整
備
、
小
水
力
発
電
整
備
）、
歴
史
的
施
設
保
全
事
業
）

県
50

50
-

○

(3
)農
村
整
備

1)
農
村
集
落
基
盤
再
編
・

整
備
事
業

①
集
落
基
盤
再
編
型

集
落
基
盤
整
備
事
業

農
業
集
落
の
周
辺
の
地
域
に
お
け
る
農
業
生
産
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
農
村
集
落
基
盤
再
編
・
整
備
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
農
業
生
産
基
盤
及
び

農
村
生
活
環
境
の
整
備
・
再
編
を
実
施

県
50

25
25

○

②
中
山
間
地
域
総
合

整
備
型

中
山
間
地
域
総
合
整

備
事
業

農
業
生
産
条
件
等
が
不
利
な
中
山
間
地
域
に
お
い
て
、
農
村
集
落
基
盤
再
編
・
整
備
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
農
業
生
産
基
盤
及
び
農
村
生
活
環
境
等

の
整
備
・
再
編
を
実
施
す
る
事
業
（
集
落
型
事
業
、
広
域
連
携
型
事
業
）

県
55 55

30
.0

27
.5

15
.0

17
.5

下
物

上
物

○

2)
農
業
集
落
排
水
事
業

団
体
営
集
落
排
水
事

業 低
コ
ス
ト
型
農
業
集

落
排
水
施
設
更
新
支

援
事
業

ア
汚
水
、
雨
水
を
処
理
す
る
施
設
又
は
汚
泥
、
処
理
水
、
雨
水
の
循
環
利
用
を
目
的
と
し
た
施
設
及
び
こ
れ
ら
に
附
帯
す
る
施
設
（
農
業
集
落
排
水

施
設
等
）
の
整
備
又
は
改
築

イ
ア
の
事
業
の
施
行
に
必
要
な
調
査
及
び
計
画
の
策
定

ウ
農
業
集
落
排
水
施
設
等
の
劣
化
状
況
等
を
調
べ
る
機
能
診
断
調
査
及
び
そ
の
結
果
に
基
づ
き
施
設
機
能
を
保
全
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
方
法

等
を
定
め
た
構
想
計
画
（
最
適
整
備
構
想
）
の
策
定

市
町
村

改
良
区
等

50
-

50
農
業
集
落
排
水
促
進
事

業
（
県
単
）
※
1に
よ
る

補
助
あ
り

○

市
町
村

定
額

-
-

機
能
診
断
に
係
る
交
付

金
は
、
一
施
設
当
た
り

20
0万
円
、
最
適
整
備

構
想
の
策
定
に
係
る
交

付
金
は
一
構
想
あ
た
り

80
0 万
円
を
そ
れ
ぞ
れ

上
限
と
す
る
。

○

2
海
岸
保
全
施
設
整
備
事
業

1)
海
岸
保
全
施
設
整
備
事
業

海
岸
保
全
施
設
整
備

事
業

沿
岸
域
の
農
地
と
そ
こ
で
展
開
さ
れ
る
農
業
生
産
活
動
を
守
り
、
食
料
の
安
定
供
給
の
確
保
と
安
全
な
農
村
地
域
の
形
成
を
図
る
た
め
、
津
波
、
高

潮
、
波
浪
そ
の
他
海
水
又
は
地
盤
の
変
動
に
よ
る
被
害
か
ら
海
岸
を
防
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
海
岸
保
全
施
設
の
整
備
等
を
行
う
事
業

県
50

50
-

○

3
効
果
促
進
事
業

農
山
漁
村
地
域
整
備
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
基
幹
事
業
と
一
体
と
な
っ
て
事
業
効
果
を
高
め
る
た
め
に
必
要
な
も
の

県 市
町
村
等

基
幹
事
業
の
負
担
割
合
に
準

じ
る
（
た
だ
し
、
基
幹
事
業

の
国
負
担
割
合
が
55
%
の
場

合
、
5%
分
は
地
元
が
負
担
す

る
）

事
業
費
の
限
度
額
は
、

全
体
事
業
費
の
20
/1
00

○
○

○

地
方
創
生
推
進
交
付
金
（
道
整
備
交
付

金
）

広
域
営
農
団
地
農
道

整
備
事
業

通
作
条
件
整
備

広
域
営
農
団
地
に
お
け
る
農
道
網
の
基
幹
と
な
る
農
道
の
整
備
並
び
に
こ
れ
と
併
せ
行
う
用
地
整
備
、
駐
車
場
整
備
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
収
容
施
設

整
備
及
び
生
態
系
保
全
施
設
整
備

県
50

36
(3
8 .
3)

[ 3
9.
95
]

14
(1
1 .
7)

[ 1
0.
05
]
(
)は
H2
1採
択
ま
で

[
]は
H 1
8採
択
ま
で

○

基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業

基
幹
水
利
施
設
管
理

事
業

国
営
土
地
改
良
事
業
に
よ
り
造
成
さ
れ
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
管
理
委
託
を
受
け
た
基
幹
水
利
施
設
で
あ
っ
て
、
受
益
面
積
1,
00
0h
a以
上
な
ど

の
要
件
を
満
た
し
、
施
設
管
理
強
化
計
画
を
策
定
し
、
公
共
・
公
益
的
機
能
を
強
化
し
た
維
持
管
理
を
す
る
も
の

県
30

40
30

○

国
営
造
成
施
設
管
理
体
制
整
備
促
進
事

業
（
管
理
体
制
整
備
型
）

基
幹
施
設
管
理
体
制

整
備
事
業

国
営
造
成
施
設
又
は
こ
れ
と
一
体
不
可
分
な
国
営
造
成
附
帯
県
営
造
成
施
設
を
管
理
し
、
計
画
策
定
、
推
進
、
支
援
事
業
を
実
施
（
土
地
改
良
区
含

む
）

県

計
画
・

推
進 50 支
援 50

25 25

(市
町
村
)

25
( 市
町
村
)

25

○

土
地
改
良
施
設
維
持
管
理
適
正
化
事
業

維
持
管
理
適
正
化
事

業
土
地
改
良
施
設
管
理
者
の
農
業
水
利
施
設
に
対
す
る
管
理
意
識
の
昂
揚
を
図
り
つ
つ
、
施
設
の
機
能
の
保
持
と
耐
用
年
数
を
確
保
す
る
た
め
の
適

期
的
確
な
整
備
補
修
、
設
備
改
善
を
実
施

市
町
村

改
良
区
等

30
30

40
○
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国
事
業
名

県
事
業
名

事
業

内
容

事
業
主
体

負
担
区
分

摘
要

あ
お
も
り
水
土
里
づ
く
り

推
進
プ
ラ
ン
(施
策
の
柱
)

国
県

地
元

豊
か
で
力

強
い
農
業

に
よ
り
攻

め
る

農
業
・
農

村
の
安
全

・
安
心
を

守
る

魅
力
的
で

活
力
あ
る

農
村
を
つ

く
る

災
害
復
旧
事
業

1
県
営
災
害
復
旧
事
業

(1
)農
地
災
害
復
旧
事
業
※
2

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
※
2

24
時
間
雨
量
80
m
m
以
上
の
降
雨
洪
水
、
地
震
等
の
異
常
な
天
然
現
象
に
よ
っ
て
生
じ
た
災
害
で
、
県
が
管
理
す
る
土
地
改
良
施
設
又
は
高
度
な

技
術
を
必
要
と
す
る
も
の

県
施
設
65

未
定

未
定

○

(2
)海
岸
保
全
施
設
等
災
害
復

旧
事
業

暴
風
等
に
よ
る
異
常
な
高
潮
・
波
浪
・
津
波
に
よ
り
発
生
し
た
災
害
で
、
1ヶ
所
の
工
事
費
が
12
0万
円
以
上
の
も
の

県
2/
3

1/
3

-
○

(3
)地
す
べ
り
防
止
施
設
災
害

復
旧
事
業

地
す
べ
り
発
生
区
域
の
う
ち
、
地
す
べ
り
に
よ
り
発
生
し
た
地
す
べ
り
防
止
施
設
の
災
害
で
1ヶ
所
の
工
事
費
が
12
0万
円
以
上
の
も
の

県
2/
3

1/
3

-
○

2
団
体
営
災
害
復
旧
事
業

(1
)農
地
・
農
業
用
施
設
災
害

復
旧
事
業

24
時
間
雨
量
80
m
m
以
上
の
降
雨
洪
水
、
地
震
等
の
異
常
な
天
然
現
象
に
よ
っ
て
生
じ
た
災
害
で
、
農
地
・
農
業
用
施
設
1ヶ
所
の
工
事
費
40
万

円
以
上
の
も
の

市
町
村

改
良
区
等
農
地
5 0

施
設
65

-
50 35

基
本
補
助
率

○

災
害
関
連
事
業

原
型
復
旧
の
み
で
は
再
災
害
を
被
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
、
災
害
復
旧
事
業
と
合
わ
せ
行
う
事
業
（
原
則
と
し
て
本
災
害
を
超
え
な
い
も
の
）

県
施
設
50

25
25

○
市
町
村

改
良
区
等
施
設
50

-
50

土
地
改
良
施
設
突
発
事
故
復
旧
事
業

突
発
的
な
事
故
に
よ
り
機
能
の
低
下
又
は
喪
失
が
生
じ
た
場
合
に
機
能
回
復
を
行
う
も
の

県
50
（
55
）

32
18
（
13
）
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

(
)は
六
法
指
定
地
域
等

○

国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業

受
益
面
積
が
3,
00
0h
a（
畑
に
係
る
も
の
は
1,
00
0ｈ
ａ
）
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
末
端
支
配
面
積
が
50
0h
a（
畑
に
係
る
も
の
は
10
0ｈ
ａ
、

畑
地
に
お
け
る
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
等
は
20
ｈ
ａ
）
以
上
の
農
業
用
用
排
水
施
設
の
整
備

国
2/
3

17
.0

16
. 3
3
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
一
般
型
）

○

※
1
年
度
事
業
費
の
4.
5%
（
H1
8以
降
採
択
地
区
）、
3.
5%
（
H2
3以
降
採
択
地
区
）、
2.
5％
（
Ｈ
26
以
降
採
択
地
区
）
を
下
水
道
事
業
債
の
元
利
償
還
等
に
要
す
る
経
費
に
対
し
て
補
助

※
2
災
害
復
旧
事
業
の
農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
の
国
負
担
率
は
基
本
負
担
率
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